
　
令
和

 
六
月

　
竹
林
経
治

登
録
の
記
号
番
号

氏

名

登
録
年
月
日

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
︒

 
八
年

二
日

鳥
薬
二
八
八
二

岩
本
葉
月

令
和
八
年
五
月
二
十
日

鳥
薬
二
八
八
三

西
本
彩
七

〃

鳥
薬
二
八
八
四

宮
田
一
輝

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

鳥
薬
二
八
八
〇

三
村
侑
暉

令
和
八
年
五
月
二
十
日

鳥
薬
二
八
八
一

塚
田

可

令
和
八
年
五
月
十
八
日

鳥
薬
二
八
七
九

加
藤
ま
ゆ

令
和
八
年
五
月
十
五
日

鳥
薬
二
八
八
七

大
庭
綺
理

令
和
八
年
五
月
二
十
七
日

鳥
薬
二
八
八
六

松
尾
瀬
那

令
和
八
年
五
月
二
十
三
日

鳥
薬
二
八
八
八

竹
野
実
紗

〃

（
案
２
）

中
国
四
国
厚
生
局
長



　
令
和

 
六
月

　
竹
林
経
治

鳥
薬
二
八
九
〇

鳥
薬
二
八
八
五

前
島
志
帆

令
和
八
年
五
月
二
十
二
日

令
和
八
年
六
月
二
日

杉

珠
綺

登
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の
記
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番
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氏
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登
録
年
月
日

（
案

２
）

中
国
四
国
厚
生
局
長

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
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第
七
十
一
条
第
一
項
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規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
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八
年

九
日



　
令
和

 
六
月

　
竹
林
経
治

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
︒

 
八
年

十
八
日

登
録
の
記
号
番
号

氏

名

登
録
年
月
日

鳥
薬
二
八
九
二

足
立
陽
彦

令
和
八
年
六
月
十
日

鳥
薬
二
八
九
四

中
初
季

令
和
八
年
六
月
十
一
日

鳥
薬
二
八
九
五

辻
颯
真

〃

（
案

２
）

中
国
四
国
厚
生
局
長


